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次世代駆動方式：インホイール駆動の課題 
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高性能レアアースフリーインホイールモータの開発 
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コミュニティバスへの応用 
～真のノンステップバスを目指して～ 
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走行コース（例） 標高変化 

走行性能 

5 工藤電機（株）と共同開発 



集積ユニット化と大型トレーラへの応用 
～後付ハイブリッド化～ 
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制動時に回生⇒バッテリ充電 
  ブレーキ摩耗抑制 
  きめ細かい制動制御 
加速時にアシスト⇒エンジン出力減 

20.8～32.7%燃費改善 

燃費 
ブレーキ磨耗 
ジャックナイフ現象 

大型トレーラの課題 

従動輪のインホイールモータ化 

駆動回路の内蔵化
と実験車両 


